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川
内
駅
東
口
に
隣
接
す
る
市
有
地
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
」の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す

～
人
・
情
報
が
行
き
交
う
　
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
て
～

コンベンション施設の整備を予定してい
るJR川内駅東口市有地（平佐一丁目）

　

本
市
は
、
Ｊ
Ｒ
川
内
駅
東
口
の
市
有
地

に
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設（
会
議
や
研
修

会
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
を
開
催
で
き
る
大

型
施
設
）の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ

の
施
設
は
、
大
規
模
な
会
議
や
展
示
会
な
ど

の
機
能
を
有
す
る
ほ
か
、
災
害
発
生
時
な
ど

の
一
時
退
避
施
設
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
建
設
費
に
つ
い
て
は
、
原
子
力
発

電
施
設
立
地
地
域
共
生
交
付
金
を
活
用
し
ま
す
。

　

現
在
、
施
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
機
能
な
ど

を
取
り
ま
と
め
る
基
本
構
想
の
策
定
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
を

　
　
　
　
　
　
　
整
備
す
る
目
的

　

本
市
は
、
九
州
新
幹
線
な
ど
の
高
速
交
通

体
系
が
整
っ
て
い
く
一
方
、
街
な
か
に
お
け

る
集
客
に
つ
な
が
る
施
設
の
不
足
が
、
長
年
、

地
域
の
活
性
化
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
市
勢
発
展
の
核
と
な
る
施
設
を
、

本
市
の
玄
関
口
で
あ
る
川
内
駅
東
口
に
整
備

す
る
こ
と
で
、
中
心
市
街
地
と
の
一
体
的
な

活
性
化
や
川
内
駅
を
起
点
と
す
る
観
光
振
興

な
ど
と
い
っ
た「
に
ぎ
わ
い
の
創
出
」に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
原
子
力
発
電
施
設
立
地
地
域
共
生

　
　
　
　
　
　
　
　
交
付
金
」と
は

　

財
源
と
な
る
こ
の
交
付
金
は
、
運
転
開
始

か
ら
30
年
を
経
過
す
る
原
発
立
地
県
に
対
し

て
、
25
億
円
を
限
度
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

も
の
で
す
。

　

使
い
み
ち
が
限
ら
れ
て
い
る
交
付
金
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
活
用
例
で
は
、
立
地
県
が

防
災
対
策
や
産
業
振
興
、
医
療
や
安
全
安
心

に
役
立
つ
施
設
の
整
備
に
活
用
し
て
い
る
ほ

か
、
交
付
金
の
一
部
を
立
地
市
町
村
や
隣
接

市
町
村
へ
配
分
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
本
市
が
進
め
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
施
設
整
備
に
対
し
、
25
億
円
全
額
が
交
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
に

　
　
　
　
　
係
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯

●
平
成
15
年
…
以
降
10
年
か
け
て
、
土
地
区

　

画
整
理
事
業
に
よ
り
市
有
地
を
集
約
し
、

　

今
回
の
建
設
予
定
地
で
あ
る
土
地
を
確
保
。

●
平
成
18
年
…
「
第
１
次
総
合
計
画
」の
中

　

で
、
商
業
機
能
、
文
化
・
交
流
機
能
に
加

　

え
、
教
育
機
能
を
併
せ
持
つ
複
合
拠
点
施

　

設
の
整
備
を
位
置
づ
け
る
。

●
平
成
22
年
…
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
を
見

　

据
え
、
複
合
拠
点
施
設
の
整
備
に
向
け
た

　

活
用
策
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
を
は
じ
め

　

幅
広
く
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
翌
23

　

年
、
財
源
的
な
課
題
が
生
じ
た
こ
と
で
計

　

画
を
断
念
。

●
平
成
25
年
…
民
間
に
よ
る
土
地
の
有
効
活

　

用
の
可
能
性
に
目
を
転
じ
、｢

に
ぎ
わ
い

　

の
創
出
」の
た
め
の
事
業
提
案
を
募
集
す

　

る
も
採
用
に
至
ら
ず
。

ど
、
走
る
こ
と
が
楽
し
く
て
た
ま
ら
な

か
っ
た
」と
当
時
を
振
り
返
る
。
気
付

く
と
、
走
る
こ
と
が
自
分
の
生
き
る
糧

に
も
な
っ
て
い
た
。「
昨
日
の
自
分
よ
り

一
歩
で
も
前
進
し
て
い
た
い
」外
園
さ

ん
の
目
は
、
常
に
自
分
自
身
に
向
け
ら

れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

練
習
の
成
果
は
て
き
め
ん
。
東
京
都

で
毎
年
２
月
に
開
催
さ
れ
る
青お
う
め梅
マ
ラ

ソ
ン
女
子
30
㎞
の
部
で
２
連
覇
す
る
な

ど
の
快
進
撃
を
繰
り
広
げ
た
。
そ
ん
な

外
園
さ
ん
の
活
躍
を
、
多
摩
湖
女
子
マ

ラ
ソ
ン
大
会
の
主
催
者
が
耳
に
し
、
声

を
か
け
た
こ
と
が
大
会
出
場
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

　

当
時
、
30
㎞
以
上
走
っ
た
こ
と
の
な

か
っ
た
外
園
さ
ん
に
と
っ
て
、
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
は
未
知
の
世
界
。そ
れ
で
も「
多

摩
湖
畔
を
３
周
す
る
コ
ー
ス
。
１
周
あ

た
り
14
㎞
だ
か
ら
、
そ
れ
を
３
回
繰
り

返
す
だ
け
」と
割
り
切
っ
た
。
気
負
い

は
な
か
っ
た
。
折
し
も
、
桜
が
満
開
の

時
期
。「
お
花
見
を
さ
れ
て
い
る
方
々
を

よ
け
な
が
ら
、
息
も
絶
え
絶
え
に
走
り

ま
し
た
」３
時
間
強
、
飲
ま
ず
食
わ
ず

で
走
り
続
け
た
た
め
、
完
走
し
た
後
の

率
直
な
感
想
は「
お
腹
が
空
い
た
ー
」

だ
っ
た
と
い
う
。
飾
ら
な
い
普
段
着
の

言
葉
が
心
地
よ
く
響
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

平
成
25
年
、
多
摩
湖
女
子
マ
ラ
ソ

ン
の
開
催
地
と
な
っ
た
東
大
和
市
で
、

「
日
本
初
の
女
子
マ
ラ
ソ
ン
」の
会
場
と

な
っ
た
輝
か
し
い
歴
史
の
一
コ
マ
を
後

世
に
語
り
継
ご
う
と
、
記
念
碑（
水
の

精
像
）の
建
立
が
計
画
さ
れ
た
。
外
園

さ
ん
は
、
同
除
幕
式
に
も
招
待
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
開
催
日
と
な
っ
た
４
月

16
日
は
、
後
に「
女
子
マ
ラ
ソ
ン
の
日
」

と
さ
れ
た
。

　

外
園
さ
ん
は
語
る
。「
他
人
と
比
べ
る

必
要
は
な
い
。
自
分
と
向
き
合
い
、
楽

し
み
な
が
ら
自
身
を
磨
く
こ
と
が
大

事
」ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
が
光
り
輝
く
の
は
、

自
身
を
磨
い
た
と
き
だ
け
。
い
く
ら
他

の
石
と
比
べ
て
も
そ
の
輝
き
は
変
わ
ら

な
い

ー
含
蓄
の
あ
る
言
葉
を
さ
ら
り

と
言
っ
て
の
け
た
外
園
さ
ん
が
、
ひ
と

き
わ
輝
い
て
見
え
た
。

【プロフィール】
本市大小路町出身。市立川内北
中学校を経て、県立川内高等学
校11期卒。10数年前、薩摩川
内市に帰郷。現在、本市陸上競
技協会副会長を務めるかたわ
ら、水泳や川柳を楽しむ。

＊「多摩湖女子マラソン大会」は
　（社）日本タートル協会主催
　　で、「第 1 回女子タートルマ
　ラソン全国大会」が正式名称

「超えるべき相手は常に自分自身」
外園　イチ子さん

−日本女子マラソン界に金字塔−

水の精像
（日本初女子マラソン
大会開催地記念碑）

優勝を決めたゴールの瞬間

　

今
や
、
冬
の
風
物
詩
と
も
い
え
る
マ

ラ
ソ
ン
。
紀
元
前
５
世
紀
の「
マ
ラ
ト

ン
の
戦
い
」に
由
来
す
る
が
、
女
性
に

門
戸
が
開
か
れ
た
の
は
20
世
紀
後
半
と
、

歴
史
は
浅
い
。「
ス
ポ
ー
ツ
は
男
性
の
も

の
」そ
ん
な
風
潮
が
根
強
い
時
代
背
景

の
下
、
日
本
の
マ
ラ
ソ
ン
界
に
風
穴
を

開
け
た
立
役
者
の
一
人
が
、
本
市
在
住

の
外
園
イ
チ
子
さ
ん（
75
歳
）だ
。

　

１
９
７
８
年
４
月
16
日
、
日
本
初
の

女
子
マ
ラ
ソ
ン
と
な
る「
多
摩
湖
女
子

マ
ラ
ソ
ン
大
会（
＊
通
称
）」が
、
東
京

の
多
摩
湖
畔（
東
大
和
市
）で
開
催
さ
れ

た
。
最
高
齢
71
歳
を
含
む
49
人
の
女
性

が
参
加
し
、
う
ち
46
人
が
完
走
。
こ
の

中
で
、
当
時
37
歳
だ
っ
た
外
園

さ
ん
は
、
３
時
間
10
分
48
秒

と
い
う
記
録
的
な
タ
イ
ム

を
叩
き
出
し
、
み
ご
と
優
勝
を

果
た
し
た
。
長
年
、「
女
性
に
は
生
理

的
に
困
難
」と
信
じ
ら
れ
て
き
た
マ
ラ

ソ
ン
界
の
常
識
が
、
根
底
か
ら
覆
っ
た

歴
史
的
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
が
起

爆
剤
と
な
っ
て
、
１
年
半
後
、「
東
京

国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
」が
世
界
初
と
な

る
国
際
陸
運
公
認
の
女
子
マ
ラ
ソ
ン
と

し
て
お
目
見
え
し
、
６
年
後
の
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
五
輪
で
、
初
の
公
式
競
技
に

な
っ
た
経
過
を
た
ど
る
。

　
　
　
　
　
　
　

＊

　

さ
ぞ
か
し
、
血
の
に
じ
む
よ
う
な
練

習
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
の
か
と
思
い
き

や
、話
を
伺
う
と
、意
外
な
事
実
が
次
々

に
飛
び
出
し
た
。

　

元
来
、
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き

だ
っ
た
外
園
さ
ん
だ
が
、
走
り
始
め
た

の
は
子
ど
も
の
手
が
離
れ
た
33
歳
と
遅

咲
き
だ
。「
今
の
自
分
の
体
力
を
試
し
た

い
」軽
い
気
持
ち
で
、
た
ま
た
ま
近
く

で
開
催
さ
れ
た
レ
ー
ス
に
出
場
し
た
。

大
し
た
準
備
も
せ
ず
に
臨
ん
だ
結
果

は
5
位
。
自
分
で
も
び
っ
く
り
す
る

ほ
ど
の
好
成
績
だ
っ
た
。「
練
習
し
た

ら
も
っ
と
速
く
走
れ
る
か
も
し
れ

な
い
」そ
ん
な
気
持
ち
が
芽
生
え
始

め
た
。「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
」

夫
の
言
葉
も
背
中
を
押
し
た
。「
と
に
か

く
、
朝
を
迎
え
る
の
が
待
ち
遠
し
い
ほ
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